
新潟県女性センターの運営にあたってい

る財団法人新潟県女性財団は、県内の女

性団体の活動拠点と男女平等社会づくり

に想いのある女性たちで立ち上げた財団

です。現在は、センターの内外で、女性

に関する問題についての啓発活動や、自

立支援のための各種講座、各種相談、調

査研究、社会的活動への支援、さまざま

な団体のネットワーク作りのサポートな

どを中心に行っています。財団の理事長

は大島煦美子さん。「財団の基金の半分

は、女性たちの協力を得て集めたもので

す。財団が女性たちの活動のネットワー

クの中心となり、センターが拠点となれ

ればというのが、財団設立時の目標でし

た。今年設立10周年を迎え、その目標

は達成されつつあると思います」

男性が女性センターに対して持ちがちな

近寄りがたいイメージを払拭することに

も力を入れています。具体的には、男性

にも興味を持ってもらい、啓発事業など

に積極的に参加してもらうために「講座

企画力養成（男性向け）講座」を開講し

ました。参加者は約80名。「次のステッ

プへの手応えを感じましたね。女性の力

だけでは男女共同参画は決して実現しま

せんから」と大島さん。

また市町村との連携もテーマのひとつ

で、特に成果をあげているのが保育ヘル

パー活動の支援事業です。養成講座を市

町村単独でも開催できるようにプログラ

ムを作成、さらに修了者をグループ化し

て地域でのニーズに応えられるようなネ

ットワークを構築しています。またグル

ープ相互の交流を促進し、スキルアップ

や情報交換の場の提供も行っています。

「各種講座は企画の段階から地域の人々

も巻き込んでいくことが大切ですね。ノ

ウハウのない行政に対してはサポートや

●施設概要

女性団体交流室2室、ワーキングルームのほかに、

新潟県社会福祉協議会との共用部分に多目的ホー

ル、図書情報ルーム、研修室、保育室などがある。

●事業例

「女性学」「講座企画力養成講座」「DV被害者支援

ボランティア育成事業」「IT講習事業」などの講座

事業のほか、保育ヘルパー活動支援事業、新潟県

女性海外派遣事業、女性団体自主活動支援事業、

ばらんす塾（男女共同参画について市町村職員と

住民が考える講座）など。

●住所＆交通アクセス

新潟県新潟市上所2-2-2

新潟ユニゾンプラザ2F

JR新潟駅から車で約10分、上所島バス停より徒

歩1分

http://www3.ocn.ne.jp/̃balansu/

●問い合せ

電話 025-285-6610

FAX 025-285-6630

提言も行っています。都市部とそれ以外

の地域の意識格差をなくすことが、とて

も大切だと思っています」（大島さん）

そしてもうひとつ力を入れているのは、

新潟県からの委託事業として行っている

海外派遣事業です。平成5年からこれま

でに韓国、タイ、デンマーク、スウェー

デン、オランダ、ドイツなどに、計7回

10名ずつを派遣しています。派遣者は

公募の後、論文・面接試験を実施して決

定されています。この派遣事業の修了者

を中心に「新潟県女性海外派遣修了者の

会」が結成されました。村会議員から国

会議員になった方、各種審議委員などで

県政に関わっている方、地域の公民館活

動のリーダーなど、参加者は活躍の場を

広げています。大島さん自身もこの会に

参加するのを楽しみにしている一人です。

「今一番元気な新潟の女性団体のひとつ

ではないでしょうか。自主的な交流会や

勉強会を通じて、地域はもちろん、県政

への提言なども積極的に行っています」

新潟県女性センター
財団法人新潟県女性財団 新潟県新潟市

地道な活動を実らせ、
今年10周年を迎える
新潟県女性財団

海外派遣事業で
広い視野を持った
地域の女性リーダーを育成

男女が共有できる講座を開講、
地域との連携も活発化

新潟県女性財団理事長・大島煦美子さん。
講座はもちろん、啓発のための講演などで県内を飛び回る

新潟県女性財団10周年記念イベント「にいがた女と男フェステ
ィバル2003」

広いスペースと蔵書豊かな図書情報ルーム

多目的に利用できる女性団体交流室

会員になるとパソコンなども利用できるワーキングルーム
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堀内一恵さんが自分のエンパワメントに興味

を持ち、資格取得などを積極的に行うように

なったのは、男女雇用機会均等法の導入がき

っかけでした。「コース別人事が導入されま

したが、学歴、年齢、そして社内結婚のハン

ディがあって総合職に転換できなかった。そ

れなら仕事ではなくて、それ以外の部分で自

己実現しようと思いました」。以来、堀内さ

んは準1級秘書資格をはじめ、実用から趣味

の分野まで、幅広く資格や技術を取得してい

きました。

「自分が小さい時にどんなことをしたかった

のか、5年後、10年後どうしたいのか、“で

きっこないわ”とか“無理だわ”ってネガテ

ィブに考えるのではなく、三日坊主でも10

回やれば30日って考えて、とりあえず具体

的に活動したことが良かったと思います。そ

れが自己実現につながったと思います」。そ

して学ぶうちに人と人とをつなぐことに役立

ちたいと考えるようになり、五泉市でまちづ

くりを考えようという呼びかけに応募し、そ

こから多彩なネットワークを構築していきま

した。

そして、堀内さんは在職中ではありましたが、

市の推薦を受け、新潟県女性海外派遣事業に

応募。論文・面接試験を経て、スウェーデン、

デンマークに派遣されることになりました。

この派遣は堀内さんにとって大きな転換点に

なりました。「特に人権への視点と、ボラン

ティア観の違いにはカルチャーショックを受

けました。人権のことでいうと、日本人は人

権＝弱者救済の視点で見ていることに気づか

されました。それに向こうでは男性も女性も

まったく対等なんです」。議会などでも保育

ルームがあり、堀内さんが「ママさん議員に

は良いですね」と発言すると「なぜ、女性と

考えるの？　むしろ、父親議員の使用が多い

んですよ」と反論されたといいます。

「デイケアセンターでは、公務員がプロとし

てデイケアにあたっている。これはお年寄り

が尊重された存在になっているからです。日

本ではボランティアというところもあります

よね。でもこれは“与える”と“受ける”の

関係になっている。実はみんなが心のなかに

“かわいそうな老人”っていうのを、持って

いるからではないでしょうか」。また、ワー

クシェアの考え方がとても浸透していて、福

祉の分野をプロ化する事の大切さを実感した

ともいいます。

堀内さんはこうした経験から、DV（ドメス

ティック・バイオレンス）や青少年問題、メ

ンタルヘルスケアなど、カウンセリングや相

談に積極的に関わっています。

「一つひとつは別の問題のように見えるけれ

ど、どの場面にも共通するような問題が深く

潜んでいるんです。だから、さまざまな相談

を受けることが、別の問題を解決する手がか

りを与えてくれることも多いんです」と。こ

うした相談だけでなく、個人・団体を問わず

ネットワークを広げていくことで、より多く

の人の心を育て、心と心をつなぐことに役立

つ活動を続けていくことが、堀内さんの目標

になっています。

在職中に、自分をエンパワメントするために、
秘書や茶道講師などさまざまな資格を取得。

堀内さんのこれまで

平成9年に推薦を受けて
新潟県女性海外派遣事業に参加し、
デンマーク、スウェーデンを訪問。

新潟県女性財団企画運営委員となり、
女性センターでの

事業企画や運営に携わる。

併行して、絵手紙や茶道教室の指導、
産業カウンセラー、心理相談員のほか、

子育て支援やまちづくりなどNPO活動にも参加。
講演活動や執筆活動など多方面で活躍中。

子どもの自立をきっかけに、
35年間在職した会社を退職。

フリー活動「こころ育てのお手伝い」を開始。

海外ではカルチャーショックの
連続

三日坊主でも10回やればいい!!

産業カウンセラー・心理相談員・新潟県まちづくりコーディネーターなど「あったか森の仲間たち」主宰

堀内一恵 さん 新潟県五泉市

海外派遣に参加して、
人権問題への視点が変わった

人の心と心をつなぐことに
役立ちたい

キャリアアップ

女性センターでのイベント時の国際交流事業に関する展示

堀内さんの絵手紙の作品
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